情報科教育法　2005年　問題データベース　　　　　　　　　2005/06/23 更新

1. 平成15年度から高等学校学習指導要領の改訂は、平成8年度の中央教育審議会の第一次答申をうけたものであるが、この答申において「これからの学校教育の在り方として[A]の中でみずから学び自ら考える力などの[B]を育成の基本とし...(以後略)」と提言されている。このAとBに入る言葉を以下から選択しなさい。

(1)　A:ゆとり B:生きる力         (2)　A:総合的な学習の時間 B:情報活用能力

(3)　A:開かれた学校 B:社会的な実践力    (4)　A:学習共同体 B:自己学習力

2. 高等学校の学習指導要領は、平成15年度より年次進行により段階的に適用されるが、これと並行して実施される小学校と中学校の新学習指導要領の適用時期を以下から選択しないさい。

(1) 小学校:平成14年　中学校:平成14年   (2) 小学校:平成15年　中学校:平成15年

(3) 小学校:平成13年　中学校:平成14年   (4) 小学校:平成14年　中学校:平成15年

3. 普通教科「情報」には情報A,情報B,情報Cの3科目を置くがその内容の正しい組み合わせを選択しなさい。

(1) 情報A:情報を選択・処理・発信できる基本的な技能の育成

    情報B:コンピュータの機能や仕組みおよびコンピュータの活用方法の科学的な理解

    情報C:情報通信ネットワークの役割や影響の理解と、情報社会に参加する態度の育成

(2) 情報A:コンピュータやネットワークの基本的な活用技能の育成

    情報B:コンピュータの機能や仕組みおよび情報科学の理解

    情報C:情報通信ネットワークの役割や影響の理解と、情報作成・発信に関する技能の育成

(3) 情報A:情報活用のためのをコンピュータやネットワークの基本的な技能の育成

    情報B:コンピュータの機能や仕組みの理解およびコンピュータのプログラミング技能の育成

    情報C:情報社会に参加する態度とデジタルメディア技能の育成

(4) 情報A:日常生活における情報の基本的な技能の育成

    情報B:情報技術者を想定したコンピュータの活用方法の科学的な理解

    情報C:情報発信者を想定した情報通信ネットワークの活用方法の理解

4. 専門教科「情報」の設定について、学習指導要領上に示されていないものを1つ選択しなさい。

(1) 従来の「商業」「工業」と連携し、普通学校で専門教育を実施するため専門教科「情報」を新たに設ける。

(2) 専門教科「情報」情報は高度情報通信社会の諸課題に対応し、社会の発展に寄与する創造的・実践的な能力と態度を育てることをねらいとする。

(3) 情報関連分野に従事する人材の育成が重要な課題となっている。

(4) 情報メディアを駆使した実習等を体験させる場を提供することは極めて重要になっている。

5. 臨時教育審議会第二次答申(昭和64)においての「情報活用能力」の正しい概念を一つ選択しないさい。

(1) 「情報および情報手段を主体的に選択し活用していくための個人の基本的な資質」

(2) 「情報社会においてインターネットやパソコンを日常生活で使用していく基本的な能力」

(3) 「高度情報社会に対応して、情報を活用していくための実践力」

(4) 「社会の情報化に対応した情報処理の基本的な技術」

6. 中学校段階での情報教育に関して誤っている記述を一つ選択しなさい。

(1)　全教科において、教師が積極的にコンピュータを教材として取り入れるように指導している。

(2) 技術・家庭科の新たな選択領域として「情報基礎」が設置された。

(3)　社会科、数学科、理科、保健体育科でコンピュータの効果的な活用を求めている。

(4)「総合的な学習の時間」において情報が対象となっている。

7. 高校学校普通教科「情報」の新設の意義において正しいものを一つえらびなさい。

(1) 情報社会の一員として必要な能力と態度を確実に生徒に身につけさせる。

(2) 「情報活用の実践力」は小中学校の各教科や「総合的な学習の時間」等で学習してくるが、「情報の科学的な理解」と「情報社会に参画する態度」は高校で初めて学習する内容である。

(3) 高等学校入学時に生徒の実践力に大きさ差はない。

(4) 情報教育の3つの目標は、生徒の特性に合わせて個別に伸ばしていく。

8. 普通教科「情報」は実習を重視した教科であるが、各実習時間で正しいものを一つ選択しなさい。

(1)　「情報A」　1/2 以上　　「情報B」　1/3 以上　　「情報C」　1/3 以上

(2)　「情報A」　1/3 以上　　「情報B」　1/3 以上　　「情報C」　1/3 以上

(3)　「情報A」　1/2 以上　　「情報B」　1/2 以上　　「情報C」　1/2 以上

(4)　「情報A」　1/2 以上　　「情報B」　1/2 以上　　「情報C」　1/3 以上

9. 指導計画の作成にあたり、実習時間が多いことから作業環境の整備がのぞましい。以下のなかから整備で誤っているものを一つ選びなさい。

(1)　画面が見やすいように部屋を暗くする。  (2) 机や椅子の高さなどを調整する。

(3)　適度な休憩をもうける。               (4)光が画面に反射しないような工夫をする。

10. 専門教科「情報」の科目編成において、共通分野の総合的科目として位置づけられる二つの科目の組み合わせを一つ選びなさい。

(1) 課題研究と情報実習      (2) 情報表現研究とシステム開発実習

(3) 情報産業研修と情報開発実習   (4) マルチメディア実習と情報システム開発

11. 専門教科「情報」には3つの教育目標が設定されているが、以下のもので目標に含まれないものを一つ選びなさい。

(1)情報社会の問題点を理解し、それを解決する方法を理解させる。

(2)現代社会における情報の意義や役割を理解させる。

(3)情報の各分野にわたる基礎的・基本的な知識と技術を習得させる。

(4)高度情報社会の諸課題を主体的、合理的に解決し、社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。

12. 高等学校学習指導要領に示される専門教科「情報」は11科目で構成されている。これらのうち基礎的科目として分類されているのは、次のうちどれか

　(１)　アルゴリズム　　(2)　情報と表現　　(3)情報実習　　(4) マルチメディア表現

13. 以下の記述はわが国の初等中等教育における情報教育について述べたものである。もっとも適切なものを1つ選べ

(1) 情報教育は、情報社会で活躍できる情報処理の専門家を、子供の段階から育成することをねらってカリキュラム化されている

(2) 情報教育のねらいの中には、教師が教科の中でコンピュータを活用することも含まれている

(3) 情報教育の目標は「情報活用の実践力」「情報科学の理解」「情報社会に参画」の３つの能力を育成することである

(4) 「情報活用の実践力」とは。課題や目的の応じて情報手段を適切に活用することを含めて、必要な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・創造し、受けての状況などを踏まえて発信・伝達できる能力のことをいう。

(5) 情報教育は、小学校では「総合的な学習の時間」、中学校では、技術・家庭科、高等学校では専門教科「情報」で行うことになっており、他の教科では扱わない

14. 平成14年度から施行される学習指導要領では、小学校から高等学校までの体系的な情報教育が実施されることになった。このことを説明したものの中で、次の中で誤ったものはどれか。

(1) 小学校から高校まで「総合的な学習の時間」において「情報」が一つの中心となる。

(2) 小学校から高校までの「総合的な学習の時間」では、発表の場などにおいて有効な表現手段としてコンピュータの利用が必ず行われる。

(3) 小学校から高校まで多くの教科においてコンピュータの活用が求められている。

(4) 情報についての本格的な学習は、中学校から始まる。

15.「情報」の指導では、問題解決を通して情報活用の実践力を育成する。そのとき、問題に応じて情報機器を活用する能力を育成する必要がある。この「問題に応じて活用する」指導の中身として適切でないものはどれか。

(1) メディア・情報を選択する能力  (2) メディア・情報を加工する能力

(3) メディア・情報を適用する能力  (4) メディア・情報を評価する能力

16. 情報教育の3つの観点の一つである「情報活用の実践力」について、下記の空白に入る適切なものを一つ選びなさい。

「課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて必要な情報を主体的に[空白],受けての状況などを踏まえて発信・伝達できる能力」

(1) 　収集・判断・表現・処理・創造し    
(2) 　収集・分析・判断・設計・表現し

(3) 収集・処理・判断・設計・制作し   
(4) 収集・分析・処理・判断・制作し

17. 普通教科「情報」の目標で下記の空白に入る適切なものを一つ選びなさい。

「情報および情報技術を活用するための..　(中略).. [空欄A]の進展に[空欄B]に対応できる能力と態度をそだてる。」

(1)  A:インターネット社会 B:先進的 
(2) A:情報社会 B:能動的

(3)  A:情報技術 B:積極的  

(4)  A:情報化 B:主体的

18. 普通教科「情報」の構成について「情報A」,「情報B」,「情報C」の履修方法について一つ選択しなさい。

(1)  各標準単位は2単位であり、1科目以上を選択することが可能である。

(2) 　「情報A」は2単位で必修であり、その後1単位の「情報B」,「情報C」を選択することが可能である。

(3) 　「情報A」は2単位で必修であり、その後2単位の「情報B」,「情報C」を選択することが可能である。

(4)  「情報A」は1単位で必修であり、その後2単位の「情報B」,「情報C」を選択することが可能である。

19. 普通教科「情報」に対して、中教審の答申が求めているもので正しくないものは次のうちどれか。

(1)情報教育の体系的な実施

(2)情報機器・情報ネットワークの活用による授業の改善

(3) 高度情報化社会に対応する新しい教育 
(4)情報社会の「影」の部分への対応

20. 専門教科「情報」における実習時間について正しいものを選べ。

(1)各科目ごとに全体の１／３　(2)各科目ごとに全体の１／２　(3)科目全体で１／３　(4)科目全体で１／２

21. 実習室に必要な外的からの不正な利用や攻撃の防御のために行なうことで、あまり適切ではないものはどれか。

(1) ファイアウォールの設置   (2) フィルタリングソフトの導入

(3) プロキシーサーバの設定   (4) 共有ディスクの活用

22. 品質管理（QC）におけるPDSサイクルは何の略称か

(1)計画・実行・後戻り　(2)検査・評価・改善　(3)見直し・会議・実行　(4)計画・実行・評価

23. 次のネットワークメディアのうち、非同期型であるものはどれか。

(1) チャット　(2)テレビ会議システム　　　(3)メーリングリスト　　(4)CSデジタル放送

24. 次のうち高級言語ではないものはどれか

(1) C言語    
(2) Basic言語

(3) アセンブラ言語   (4) JAVA

25. 情報活用の実践力の育成のために教師が生徒の問題解決活動のための問題を設定するときに配慮すべきことなかで適切なものはどれか。

(1) 問題はかならず学校の中のものにはかぎらなくてはいけない。

(2) 問題はかならず正解である答えが見つかるものとする。

(3) 問題ではかならず情報機器を使わなければならない。

(4) 問題ではかならず情報活用の過程があらわれるようにする

26. サーバとクライアントの間でデータのやり取りを行なわないソフトは次のうちどれか。

(1) メールソフト   (2) リモートファイルソフト　(3) ｆｔｐソフト   (4) ホームページオーサリングソフト

27. 学校におけるフィルタリングの活用についての記述で、次のうち正しいものはどれか。

(1)フィルタリングを活用すると、生徒は好ましくない相手にメイルが送れなくなる。

(2)フィルタリングを活用すると、好ましくない相手からサイトへのアクセスが防げる可能性がある。

(3)現在のところ、学校教育用に開発されたフィルタリングソフトがないので、市販のソフトを活用することになる。

(4) フィルタリングを活用すると、外部からの進入を防げる。

28. コンピュータのハードウエアとソフトウエアについての説明である。下の分の中の□に入る言葉を、選択肢の中から選べ。

「コンピュータはハードウエアとソフトウエアから構成され、ハードウエアは入力装置、出力装置、□□□□□□,補助記憶装置からなり、ソフトウエアはプログラムとデータからなる。」

(1)RAMとROM  (2) CPUとメモリー　(3) GUIとメモリー(4) ハードディスク

29. ２進数の計算において、１０倍の計算として正しいものはどれか。

(1)その数を３桁左にずらした数に10を足す。

(2)その数を３桁右にずらした数に10を足す。

(3)その数を３桁左にずらした数にその数を１桁左にずらした数を足す。

(4)その数を３桁右にずらした数にその数を１桁右にずらした数を足す。

30. 情報通信ネットワークの基本概念としてインターネットにおけるプロトコルとアドレスがあるが、その具体的な実現例として正しいものはどれか。

(1)HTTP、HTML

(2)Mosaic、IE

(3)パケットスイッチネットワークとパケット通信

(4)TCP／IP、MAC

31. 画像データは標本化を経た後、量子化されてデジタルデータとなる。一つの画素が２５６色を表現可能な場合の量子化は次のうちどれか。

(1)　１０ビット量子化
(2)　９ビット量子化
(3)　８ビット量子化
(4)　７ビット量子化

32. 電子メールの送信について説明したものです。これらの中で正しいものを１つ選びなさい。

(1)電子メールでTo:やCc:に複数のアドレスを記入して送信した場合、メールを受け取るすべての人にそれらのアドレスが公開されてしまう

(2)Webメールではファイルの添付ができない

(3)電子メールはあて先が正しければ必ず届く

(4)電子メールの本文があて先以外のところに届くことはない。

33. ある学校で、職員室にもネットワークを施設し、校務の情報化を図りたい。以下の記述のうち誤ったもの一つ選びなさい。

(1)職員室のLANとインターネットの間にファイアウォールを設置するなどして、内部情報を保護すべきである

(2)プリンタを共有して利用することができ、効率的で資源の節約になる

(3)職員室で校務分掌ごとにファイルを共有して利用するには文章ごとに専用のサーバが必要である

(4)文書を保存したフロッピーディスクを保管する際にはセキュリティへの配慮が必要である

34. 問題解決のためにシミュレーションという手法が広く利用されている。以下のシミュレーションに関する記述の中で内容に誤りのあるものを、一つ選びなさい。

(1)シミュレーションを行うためには、実際の問題をモデル化する必要がある

(2)実際の問題に対して統計的な処理を行うことを、シミュレーションという

(3)乱数を利用したシミュレーションの代表的なものとして、モンテカルロ法がある

(4)コンピュータゲームの中には、シミュレーションの一種もある

35. １２８０×１０２４ドットの解像度で２４ビットの色情報を持たせて撮影し、１００枚の画像をデジタル化する場合、何バイトになりますか。【正しい計算式】を選びチェックしなさい。ただし、画像は記録時にBMPの６分の１に圧縮されるものとします。（教育情報化コーディネータ試験から）
(1)1280×1024×24×100÷6＝   (2)1280×1024×3×100÷6＝ 

(3)1.28×1.024×24×100÷6＝    (4)1.28×1.024×24÷8×100÷6＝ 

(5)1280×1024×8×100÷6＝

36. インターネット上に置かれている１６Ｍバイトのファイルをパソコンでダウンロードする必要が生じました。ＩＳＤＮ回線で６４Kbpsの通信速度で転送した場合、理論上ではおよそどれくらいの時間がかかるか。（圧縮がないものとして）計算しなさい。（教育情報化コーディネータ試験から）
(1) ２０秒    
(2) ４分１０秒 

(3) ２秒   
(4) ２時間  
(5)３３分２０秒 

37. 以下の記述は、ネットワークシステムの管理者が不正アクセス防止対策のために行うべきことを述べたものです。【適切でないもの】を１つ選びなさい。（教育情報化コーディネータ試験から）
(1)見覚えのないプログラムが動作していないかを確認する。 

(2)パスワードは同じものを使い続けけるようにする。 

(3)メーリングリストやWebなどを利用して、最新のセキュリティ情報を確認する。 

(4)ネットワーク回線の使用率を曜日・時間帯別に集計し、通常のトラフィックと異なる場合は特に入念に監視する。

38.　以下はデータの管理に関する説明である。【誤っているもの】を選びなさい。（教育情報化コーディネータ試験から）
(1)データを保存する際に、複数の記憶装置に同時に書き込み、データを二重化する方法をバックアップいう。 

(2)1GBのデータは、圧縮しない限りCD-ROM １枚にバックアップできない。 

(3)フロッピーディスクは湿気に弱いので保存場所に注意しなければならない。 

(4)データを複数ユーザで共有する場合は、パーミッションを検討しなければならない。

39. 複数のネットワーク相互間の通信内容を監視して、運用上想定外のアクセス要求やコンピュータウイルス感染の危険があるアクセス要求を検出・遮断する機能の名称として【適切なもの】を、以下の中から選びなさい。 （教育情報化コーディネータ試験から）
(1) Firewall   (2) Domain Name System   (3) Network Address Translation 

(4) Common Gateway Interface  

40. ある学校で,公開用のWebサーバが何者かによって不正アクセスされる事件が起きた。発見後の処理として【適切でないもの】を一つ選び、チェックしなさい。 （教育情報化コーディネータ試験から）
(1)ファイアウォールの設定内容の見直しを行う。 

(2)不正アクセスされたサーバをネットワークから切り離す。 

(3)不正アクセスされたサーバのハードディスクの内容から不正アクセスに関する情報を取り出す。 

(4)不正アクセスされたサーバのハードディスクはフォーマット後,直近のバックアップから全内容を復元する。 

41.　利用者のパソコンに保存されているソフトウェアやデータを破壊するものとして【正しいもの】を、次のうちから１つ選びなさい。  （教育情報化コーディネータ試験から）

(1)出会い系サイト (2)ウィルス (3)匿名プロキシ (4) メル友

42. Web掲示板にテーマに沿わない書き込みをする行為を何と言いますか。 次の中から、【正しいもの】を１つ選びなさい。 （教育情報化コーディネータ試験から）

(1)荒し   (2)スパム   (3)成りすまし  (4)トレードオフ  

43. コンピュータにおける数値表現により起こる誤差についての説明で正しくないものは次のうちどれか。

(1)情報落ちとは、絶対値の差がほぼ等しい数を加減するときにおきる誤差である。

(2)桁落ちとは、有効桁数が落ちる現象を指している誤差である。

(3)打切り誤差は、アルゴリズムを途中で停止してしまうためにおきる誤差である。

(4)丸め誤差とは、四捨五入などの処理によって起きる誤差である。

44. ５．７５を２進表現で表したものは次のうちどれか。

(1) 101.11  (2) 110.01   (3) 1101.1   (4) 1001.1

45. 著作権法第32条によれば，正当な範囲内で行われることを条件として，自分の著作物に他人の著作物を引用して利用することができる。下のからまでの中から，著作物を引用する際に必ずしも必要条件ではないものを一つ選びなさい。

(1) 他人の著作物を引用する必然性があること。

(2) かぎ括弧を付けるなど，自分の著作物と引用部分とが区別されていること。

(3) 自分の著作物と引用する著作物との主従関係が明確であること。

(4) 出所の明示がなされていること。

(5) 引用部分の著作権者の許諾を得ること。

46. 次の記述は、著作権について述べたものである。これらの中から、正しいものを１つ選べ。 

(1)他人が作成したソフトウェアのアイデアを利用しただけならば、著作権の侵害とはならない場合もある。 

(2)業者にソフトウェアの作成を委託した場合、そのソフトウェアの複製許諾権は自動的に委託者のものになる。 

(3)教師が授業で用いる場合に限り、１本分のライセンスのソフトウェアであっても必要な台数のパソコンにインストールして利用することが認められている。 

(4)生徒が学校で作成した作品の著作権者は、学校となる。 

47. 次の記述は生徒の個人情報が意図しない相手に洩れないようにするための方策について述べたものである。【適切でないもの】を１つ選べ。 

(1)クレジットカード番号は、WWWのフォームで送るよりも、電子メールで送るほうが安全であることを指導する。 

(2)電子掲示版に書き込みをする際には、家族や友人の個人情報を不用意に記さないよう、生徒に指導する。 

(3)生徒が使うパソコンはすべて、ファイヤーウォールを経由してインターネットに接続するよう設定する。 

(4)生徒に名前などの個人情報をフォームに入力させる際は、SSLを利用しているかどうかを確認する。 

48. 次の記述のうち、利用者本人以外の人に漏れてもいいものを1つ選べ。 

(1)利用者のメールアドレス   

(2)利用者が使っている Web ブラウザの cookie 情報 

(3)利用者のログイン時のパスワード  
(4)利用者の電子メールの送受信記録 

49. 第三者に情報が盗まれる危険からデータを保護するために、暗号化やデジタル署名の技術が利用されています。

以下の記述は、この暗号化について述べたものです。これらの中で、【正しいもの】ものを１つ選び、チェックしなさい。 

(1)認証局が発行するデジタル証明書の使用はユーザーが登録申請する必要がある。 

(2)SSLを用いるとWebサーバとブラウザーの間でやりとりされるデータが暗号化される。 

(3)パスワードの認証があるWebページでパスワードの入力を求められた場合は、入力したパスワードは常に暗号化されて通信される。 

(4)WWWブラウザーの設定でクッキーを有効にすることで暗号化ができる。 

50. 次の記述は、コンピュータウィルスについて述べたものです。これらの中から【誤っているもの】を１つ選びなさい。 

(1)ウィルス自体はプログラムであるので、ワープロなどの文書ファイルに感染することはない。 

(2) メールサーバーでウィルスを検出・削除することができる。 

(3)ウイルスチェックソフトを有効に利用するためには常に最新のパターンファイルを手に入れる必要がある。 

(4)フロッピィーディスクを経由してウイルスに感染する場合も考えて、外部からのデータ持ち込みには警戒が必要である。 

51. 情報通信ネットワークの利用に関して、その内容が【適切でない】ものを一つ選べ。

(1)コンピュータウィルスに侵入されたいために、ワクチンソフトウェアを常駐させておく。

(2)電子商取引で利用するクレジットカード等の機密性の高い情報は、暗号化して送信する。

(3)ネットワークサーバには、急な停電に備えて、無停電装置を備えておく。

(4)パスワードは、誕生日や電話番号など覚えやすいものにしておく

(5)LANの管理者は、外部からの不正侵入者に備えて、ファイアウォールを設けておく。

52. 新学習指導要領において体系的に実施される情報教育についての次の記述のうちで正しいものを一つ選べ。

(1) 小学校と中学校のみで総合的な学習の時間において「情報」が扱われる。

(2) 教科指導におけるコンピュータの活用は、適切な教科においてなされることになった。

(3) 技術・家庭における「情報とコンピュータ」は男子･女子生徒ともに必修である。

(4) 専門高校でも必ず普通教科「情報」を履修しなければならない。

53. 高等学校における情報の教育には二つの側面がある。その二つの側面として適切なもの２つを次のものから選びなさい。

(1) 良識ある市民が持つべき情報リテラシの育成

(2) すべての生徒の情報活用の実践力の育成

(3) デジタル・デバイドならないための情報へのアクセスの確保

(4) 情報化社会における産業の中堅職業人の育成

54. 答申等で指摘されている、独立教科として普通教科「情報」を確立する理由となっているものとして適切でないものを一つ選びなさい。

(1) 「情報」というものを体系的に理解、操作、表現、伝達、評価、創造する新科目が必要である。

(2) 「情報」が日本社会において欠くことができないインフラストラクチャであるため、それを構築する力の育成が必要である。

(3) ＩＴの社会での重要性、人間活動がそれに大きく係わってきている状態であるため必要である。

(4) 諸外国でも多くの国で「情報」科が導入されている。

55. 専門教科「情報」の科目構成のなかでシステム設計分野として位置づけられている科目をすべて選べ

(1) ネットワークシステム

(2) コンピュータ・デザイン

(3) アルゴリズム

(4) モデル化とシミュレーション

56. 専門教科「情報」における指導計画の作成と内容の取り扱いについて述べた次のうち正しくないものを選べ。

(1) 「情報産業と社会」と「課題研究」は原則としてすべての生徒の高学年で履修させる。

(2) 社会人講師などを積極的に活用する。

(3) 視力低下、ドライアイ、ストレスなど他の学科にない安全と衛生に注意する。

(4) コンピュータや情報通信ネットワークの活用を図る。

57. 情報実習室のシステムダウンやセキュリティに備えた危機管理として行っておくべきことを述べた次のうち適切でないもの一つを選べ。

(1) システム、ハードディスクの内容の自動バックアップをする。

(2) セキュリティ・ソフトの導入をする。

(3) ネットモラル、情報モラルの教育を行う。

(4) 生徒のコンピュータの利用時間は教師が在室するようにする。

58. ホームページ作成ソフトについて述べた次の文章のうち適切であるものは一つ選べ。

(1) httpを扱うために開発されたソフトで、ＨＰのブラウズに利用される。

(2) html言語によるファイル作成を簡易にするためのソフトウエアである。

(3) ファイルをサーバーに転送するためのソフトで、サーバーのＩＤが必要となる。

(4) 作成されたホームページにリンクを貼るために開発されたソフトである。

59. 情報発信における留意点を述べた次のうち適切でないものを一つ選べ。

(1) 受け手の立場を考え、読みやすさやモラルへの配慮などを行う。

(2) 送り手の立場から考え、伝えたいことが伝わるようになっているか検討する。

(3) 受け手の立場を考え、欲しい情報がそこに載っているかどうか検討する。

(4) 送り手の立場を考えて、提示したいものはできるだけ詳しく説明する。

60. 浮動小数点表示法による数値表現について述べたもののうち適切でないものを一つ選びなさい。

(1) 符号部は通常２ビットである。

(2) 基数は通常２を用いている。

(3) 仮数によって表されているのは小数点以下の数である。

(4) 指数部は２のべき乗を表すために用いられている。

61. インターネットの特徴を説明した文章のうち適切でないものを一つ選べ。

(1) コンピュータネットワークのネットワークである。

(2) データグラム方式を採用し、ファイル転送などに回線の負担が少ない。

(3) 中間の機会は信号をリレーしているので、費用が少なくてすむ。

(4) 組織がしっかりしていて、オーナーや管理者がいる。

62. プライバシーに関して、学校で行ってよいと思われることは次のうちどれか。

(1) 生徒の了解を得て、個人情報をＨＰに掲載する。

(2) 個人の顔がはっきり分かるような写真をＨＰに掲載する。

(3) 生徒の作品をＨＰに親、生徒の許可を得てＨＰに公開する。

(4) 学校の住所や教師名をＨＰで公開する。

63. 著作権の侵害に当たるのは次のうちどれか。

(1) 著作権が有効な小説を学校の授業で朗読する。

(2) 学校の演劇部が劇場で上演されている作品を発表会で演じる。

(3) 新聞に載っている統計図をコピーして、学習成果のＨＰに掲載する。

(4) 有名な近代建築の写真を自分で撮り、授業で生徒に印刷して配布する。

64. 教育利用においては著作権上の権利を適用されない場合がある。それに該当しないのは、次のうちどれか。

(1) 本の一部を学級の人数分だけ、授業のためにコピーする。

(2) 著名な詩を先生がタイプして印刷して、人数分だけ配布する。

(3) 市販の計算プリントをコピーして、児童が家庭学習のために利用するようにする。

(4) 学校行事で使うために、歌の歌詞をプリントして、生徒の人数分だけ配布する。
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